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ウツクシマツCPinusdensi!lora f. umbraculzferα) 

の更新と保育l乙関する研究

一天然!:t:稚樹の消長と下}欝植生一

川郡辺 ;三郎

Studies on the regeneration of Utsukushimatsu 
(Pinus denszflora f. umbraculifera) 

- SUI・vivalof natural seedlings and undergrowth -

Saburo KAWANAl迎

要 出
向

滋賀県南部の府間U1Hζ自生するウツクシマツは，樹形が{逆提であり天然記念物lζ指定されてい
る。近年，マックイムシの被害によって特に樹齢がく大きは側体の多くがl'出死するため，病!公
害のi的除や市i71立の棟裁などの保護と増熔対策が講じられてきた。 ζのような対策の他lζ，天然史
新によってより多くの雄樹の育成奇計ることが議裂でゐると考え本研究毎日った。林内の下腐槌

生肢の異なる 3か月Jfiζプロット (2mx3m)与を設定して椎樹の住育状況と下腿描生誕の関係を

調べた。得られた主な結果は，

1 ) 発:5:1:数は落下様子・数のおよそ 5"-10 %で，下腿檎生堂が多いと ζろでは発:5:1'の割合が他

より少なかった。

2 ) 従来行われてきた 8月に行う年l闘の下刈りでは，下関植生惑が務しく少ないと ζろを

i徐いて，発芽した権樹は8. 9月までにほとんどが消失する o 7~j失服閣は主i乙護IJ物による

と府議であるO

3) 6月と 8月の年 2ITIIの下刈りを行し¥下層槌住の槌被率削減少注せると当年生般艇の使容

率は増加し.i政被E容をおよそ50%以下に保っと当年生では 50%以上の生存率が得られた。
下刈りを続けた場合. 1年生では櫛被率と生存権との関{系はみられないがおよそ60%以上

のf1M訟の主主存率が得られた。
4 ) 椛樹の樹高が40c m以上になると生存不は主らにi向くなるので，それ以後は年1闘の下

刈りで存i誌jの育成が可能であると考えられた。

5 ) 権樹が踏み付けられるとき去年生の住存率は低下するが. 2"-10 @]の踏み付け部数と*占死

割合との関{系は明織でなかった。

6 ) 踏み付けは生き残った稚樹の樹高成長在耀くし，踏み付け回数が多いほど成長鼓が少な

くなる。 ζのζとは踏み付けられた椴樹の，それ以後の生保の可能性を低くするものと考

えられた。

はじめに

ウツクシマツ (Pinusdensi!lora Sieb. et Zucc. f. umbraculifera Miyoshi)は滋賀県南部の
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府間IsJIζ自住し，樹形が{蜜突なことで広く知られ天然記念物l乙指定会れている。ウツクシマツの

特徴は，斡が数本株立状になり分校は細かくて多く.lfH形は傘状になって樹高は 15mlζ迷する
ものがある。乙のi設住地では 1978年明からマックイムシの被蓄により，主l乙間後が大きくて樹

高の商いものが枯死するため，保護対策として病虫替の予防と駆i除および路日記が行われるととも
にや~内iζ天然生の幼稚艇がほとんどみられないことから，林内で稲子を採取し前知lで育成した

ウツクシマツ荷の植栽や採取した種子のじかまきなどが行われてきた。なおウツクシマツの特性

や従来の研究の経過，保護対策などについては古川1)Iζよってくわしく報告されている。

ウツクシマツの樹形は幹の分i肢の{立i設や分i岐本数，分|技の角度.t1H誼の形など多様であるため，
林内で天然生椎樹の育成舎はかり，醸々の;樹形の綱体安保存することが対策のっとして議裂で

あると考え天然生稚樹の林内での坐帯状況を調査し，より多くの天然生椛樹の生腎を確保でき

るような天然史新補助作業そ検討する乙とを目的に本研究を行った O 調査は 1980年に務手し

1989年に，天然下揺更新した推樹が8. 9年生に述して，今後毎年 1闘の下刈りで十分生育で

きると判断されたので報告するものである o

本研究脅すすめる機会を与えていただいた天然記念物平松のウツクシマツ自生地保護対策委員

会ι締3まのと媛助ぞいただいた申関町教育委員会の耕民に深謝の慈;号表する。また，本研究に
隣し数々のと助替をいただいた古川勝好博士に浮く御礼申しょげる。

調査地の概況と調査方法

ウツクシマツは滋賀県甲賀郡甲西町平松に自設し. 1921年にi認の天然記念物に指定され，現
夜l.9haが指定地になっている。自生地内のウツクシマツは幹が多数分岐しているζとが特徴で

あるが，なかにはアカマツと|差別のつかない閥幹のものまでそのt1iJ形は多岐にわたる。ウツクシ
マツ裂の船形とその特性に関する解析やlilJ形底分によると， 自主在地内の全個体数の約 60%はI直
幹挫である 2)。指定地の中央部には幹が多数分岐して桂泊予の{愛突な{際体が多いが， これらは下刈

りなど手入れのi駒ζi創刊して疲されたものと考えられているが明縫な詑録はない。 自生地はt表高
180'" 230 mの正陵地にあり. 20'" 25皮の南向斜面で，地質は予言成勝l乙!潟し土壌はj諒察壌土で、

ある。 ζの地域の気象資料によれば年平均気温は 13.91変。平均年降水;畿は 1600mmである 3)

調査地は自主在地の中央部で樹尚4........15 mのウツクシマツが散生または林分奇形成しており，

下!欝にはコパノミツバツツジ，モチツツジ，
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Fig. 1 Basal diameter of stems of upper 
storey of Utsukushimatsu and 
ag芭 atbase. 

ヒサカキ，サルトリイバラ，ヤブコウジ， ワラどな

どがみられる。枯死したために伐採された個体

の伐担(地上30"-50 c m)の珪従と年輪数の関

係ぞ図-1にしめした。林内の砲筏 50c m以上

の大経木で80"-120年生であり， これらの大き

さのものに枯死水が多い。調査プロット P-1 

の上瀦木は疎であるが大経木が多く下賎槌設は

鶴であり. P -2はウツクシマツが集中的に的

死した場所に面した林稼部にあり，下関植生は

P-lより少なく. P -3は培艇部の土壌の浅
い場所でt1it商の偲いウツクシマツがi技生してお
り，下腿植生は線である(表…1)。それぞれに

2mx 3mのプロットを設定し，内部毎 1rげの

6簡のサブプロットに分割した。調査は 4月か



ら9月までは 2週間Cとに， 10 

月から翠年3月までは l街月ごと

に発芽と生育状況について調べ，

樹高は秋に測定した。乙の調査は

1980年から 1984年まで続け，そ

れ以後は毎年駄に権樹の生育状況

を調べた。林内にはウツクシマツ

の稚樹がほとんど見られないとさ

れていることから4¥まず， 1980 
年にはP-1と2で従来行われて

きたように8月に 1聞の下腿j頑強

の刈り取りぞ行い，稚楼jの生育状

況を調べた。 1981年以後は，刈

り取りを毎年6月と 8月の2間行っ

た。 P-3 tま下腐植生盤が少ない

ため7月l乙1闘の下メリり巻続けた。

下河りはウツクシマツ椎樹と林床

を破壊しないよう地i燦から 2""5
cmの潟さで下腐植生を切り取っ
てプロット外に持ち出した。した

がって刈り取った醒後でも下層構

Table 1 Description of study stand and plot 

Slope 

Average 
DBH (cm) 

Height 
(m) 

Stand-density 
(at breast height) 
st日ms/0.1ha

Crown c10sure 
(%) 

RLI under 
canoρy (%) 

S 7' E 
22' 

17.0 

4.......7 

35 

36 

20....... 50 
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物の幹，枝，誕の…部が残るため，下!欝植生の1襲被率はメリり取るまえのおよそ半分か3分のl程
度まで減少するがそれ以下にする ζ とは悶難であった。下璃植生の;滋は，下メリりを行う霞~íH乙各

プロットl乙i緯践したところから 1m'をメIJり取り乾A1i?翻べたと ζろ， P -1で887g， P -2で
314 g， P -3では191gであった。各プロットの下j樹液生設はー下刈り磁前の地表ぞ被った下

関植症の閥横そ綿査し， その街1喪主容を撤被Ifとしてあらわした。
落下諮子の;誌は，各プロットの周辺に50c 111 x 50c 111のシードトラップを 5簡ずつ設定して，

10月から現年の3月まで錨月 1開閉収して繍ベた。

自生地l乙は管理人や見学者が立ち入るので，その;影欝を調べるためにP-3の下部で踏み付け

関数ぞかえ，各区20本について生育に及ぼす影響ぞ調査ました。

結果と考察

1 )落下鶴子議と発芽数

図-2は1980年から 3年鴇の各10月から翠年の3月までの落下醗子数と，引き続きそのまドの

4月から 9月までの発芽累計とを比較したものである。額二子数についてアカマツと比較してみる

と，アカマツは毎年若干結実し， 1年おきに豊作にちかい作i湖毎訴すといわれち¥井上によれば
援作年でha 当り 300 万平~L. 平年作で 183 万粒生産されるとしている 6) 0 1982年の穣下種子数

は他の2年の毅よりもf緩めて多く， IUz当り 1066"-'1169あり.いわゆる豊作年に当たっているよ
うである G シードトラップで収集した磁子のうち，観察によって光策していないと思われるもの

が5"-' 10 %あり， これぞ除いて発事釈を訴]べたと ζろ約70%であった。下腕植生;縫が中腹皮の

P 2の発芽数は，潜:下障子数のおよそ 10%前後あり，下総植生援の最も多いP-1の発苦手数



の;平j合は5%以下であり，ニiニ;壌条{今が悪く下関1憧住
滋が少ないP-3は，両者の中拐にある(間一 2)。

落下関子数に対する発芽数の割合が少ない椋閣とし

て，発芽するまえに鶴子が動物によって食容される

ζとや， 2週間Cとの調蕊では発芽が確認できない

可能性がある。その際関としては，発~磁後l乙食議

される ζとや，あるいは綿密で枯死すること，乾燥

などで発芽しなかった ζ となどがあげられる O

Rimら7)Iζよって，アカマツの関子の被食率が特に林

内でi蒔く， 90%以上にもおよぶζとが報告されてい

るo またド!酎能強畿が多い区の林wでは，落葉1交の
間で発芽してすぐ枯死する場合などは，枯死したも

のが発見できないζ ともあるので発芽数は突i擦の数

値より過小になっている可能性がおおきい。
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Fig， 2 Rate of germination to fallen s己記ds目

2 )稚詰jの消長

従来ウツクシマ‘ソの保存指定地域内では，毎年1問8月に下刈りが行われてきた。その状況で

1980年に各プロットの発芽から椴.樹の生寄の経過を棉まましたものが悶-3である。

の多いP… 1では， 9 月にすべての~却生紙ÎlÏfが消火し， P -2では当年の米には発芽数の

11%しか生保していなし九下層槌住議が少なく，閥撤腐の少ないP 3 では発芽数は多く，~

年強段IlItの秋の生存率は80%あり，現年の秋の住専E容は69%であった。なお発議年の l
権樹の平均1割高成長;設はP 2が1.9cmて守あったが， P 3は0，5C 111てe臨めて少なく， P-
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3のj二!白木がIJ、j主であることや下総jl立件.

!t^!~が少ない ζ となどは， 乙のプロットの

U~~条件がかなり組いこと 4をおしている。

天然;更新告11J能にするためには，より多

くの加の発生が可能な条件ぞ作

ら今ければならないことはいうまでもな

い。一般に，アカマツの;法制のブe':I:と λI~

{ilζは表土の開山や!為iill;iの除去・が有効で

あるといわれている。 1981年からP 1. 

2で待年6月と 8月の 21りiド刈り奇行っ

てー有't樹のif¥i長会nJli]べfこれli県が1;;';1 4で

ある。 P 1 では総発穿数lζ 対する当'r:l~

1:1:の生保不は 57%， 1 il~後の秋では 43

%， 214三後では29%がつよがしている o P 

2ではそれぞれ49%， 41 %， 37 %で 1 í1~

とも 2年後の秋の11tiM本数は段主JJのw
の発穿総数のおよそ 3分の lであり，年

lド!の下メIJりに比べ存率はおiしくザoJ二
しているむ P 1は 21ζ比べ発芳三数，

{r:数はともに約3分の lで少ないが， p 
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Fig“4 G日rmmal10η(G)and survival(S) o1"s日edl-

ing， in cas日 ofweeding on Jun日品nd
Augusl Ctwic作目ヴ巴arweeding) 

lの 1jf/l~l'ff~闘の平均関内生長対;は 4.7c mあり他iζ比べて大きく，将来の依存のIIJ能性は向い

ものと考えられたの

3) fit加の消失開花i
万年I l: fff~l討の消火の;I;IJ合金者吉郎日IJlこ比!I~すると大部分のプロットで皮切J ( 6， 7， 8月)の

位がIQiい(]刻 3， 4)。泊先の郎12~1は測定時の観察によって，動物による被食諮， なh1i約など

1ζよる;向先， !;t'L')，拾によるh'iタヒとその他!こ誕百1Iした。“Jその他"は人によって納まれてfJi.jt!したも

の， r:j:j}J(によって駁が洗いillされてI:iiタどしたものや矧悶不IV]のものなど会合んて'いる

が読な部分Jζ発拝した前jffJ で幹やlA~iJ 鴻111 く.色が灼くなって1;1~死するものが見られたが， これら

のh'けどは11'11践的には被U:による影響が大きいと思われるが， ここでは病死lこ分知した。全般的に
みると守脊!UJ(3， 4， 5 rnは動物による
るものが多いが，持むなよ!の点める;I;IJ合はプロットによって異なる。下関描'1::誌の多いP 1やP
2の 1IIJI ド刈りで、は食やの;1;IJCìが肖く，下}rtHv白LI~ の少ない P …3や21O下刈りによって

少なくすると乾燥によみ!'r1iYどが多くはる(鴎… 5)。発存者!年の満 l年生や2年生

の椛H'ifのおり死!jji仏!の大部分は反から秋の位燥容で，他は冬WHこ乾燥とi似たおiiれかたのものがみ
られたが，J)i\1羽会{泊~I認する ζ とができなかったのでその他に分した。

~HI:JI:ら♂?はアカマツの冊子や当年伎の獄絵jが!~~J)tiによって食怒され，天然史新IC.大きな影響ぞ

りえるj訪frがあること令部告している。ヒノキやスギにおいても発亦iJ;l後から背初期11こ食容が
多く， ヒノキでは林内や材、総における段も大き必死亡原i却でありリ¥スギでは林床が明るいほど

被告本がおく:削' また!よ立林内にIftJ-F lfti殺されたスギ敢闘が激しい食'ij手伝受けること:いなどが
報告ぶれており，権H'!-jの初による食容が帯林の ijfi新lこうえる Mt; ~Pf.はかなり大きいものと

れる O ζ の淵~f.の動物!こよる当年'1:椴gJjの金容は，全泊先数の 20 %----50 %であり、
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との関{係は特にみられなかった。食接する動物の間siriに

ついては，調査Il寺l乙食誕性の昆虫類が諜ゃ!fi~を会議して

いると ζろ号制支々 観察したので， ζれらによる被容の;!括

合が高いと考えられるがその他の動物については明らか

にできなかった。

ものは仰l伏裂の立枯腕12)で、腕容による当

年生被樹の消失はP…lやP-2の1問下刈りの場合な

いフ。ロットに多く，全消失数の 30....... 

60 %ぞしめた。 P-1では 2田下メIjりを行うことによっ

て綿密による消失は約60%から約40%に減少している。

これらの腕容は群状に現れる ζとはなかった。愈8313)iま

天然現新奇成功させるためには，関容をli:iJ避することが

議裂な条件であるとしている。常的同は立~ti病によって

flIIlDi時線路 樹氷が捌れるのは出水が軟弱なためにおこる場合が多く，

r:l! Drought その栄護状態の如何によってある碍l支問~できるという。

閣Others 本調査でも府警は被食認とならび当年生稚樹のH~9;:IJ京区!
の大きな部分ぞ占めているが，綿密は下j欝H自生換を減ら

Fig. 5 Factors of mortality for すζとである続捜被容を減少させる ζとができるようで
current梯year(O Y) and 1 

yeaJ¥V 1 J dllU .1- ある。下刈りは椛樹に対する被圧巻少なくし，それによっ
y日乱r-(l-Y)・oldseedling 

て栓fl'Ijの{住金な生青が{坦されるようになり，被援が減少
させられるものと考えられる。

当年生税関の乾焼による枯死は. 1聞の下メIjりではプロット間の授が少ないが. P 2では下
メIjりぞ 21ill1ζj自やすことによって，乾燥による消失が全消失の約20%から約60%に明加してい
る。下腿描史抵の少ないP-3では，乾棋による枯死が約35%である。藤本ら15)はアカマツ林

内で天然更新した当年生磁樹の消失率は 55%に述し， その r~失jE{悶の大部分は乾様替であり，

2年生の生存率が商いのは2生では限系が分発達するので‘乾燥容を受けるものが少なくなる

ためであろうとしている O 下刈り i乙よって下閥横~J:最を少なくすることは乾燥怒号明やすことに

仕るが，被!王を除き線系の発述した{1安全な椎f却を育成することになり，以後の生存本ぞ高めるた

OArimal 

めには不可欠な処理であろう。

4 )推j~tのと

一般にアカマツの天然吏新は下河りぞ行わない場合新不良地が多いとされているが， この純

資でな下腐植生壁の多いフ。ロットでは下刈り間数奇増やすζ とによって.~年生舵闘の生ネ

が著じく増加した。 ζのことは，税関の生存にかかわる林床の環境袈悶が，下路線生散の迷いに

大きな影甥を受けている ζとをあらわしている O ζζでは下層植生;詮ぞ閥単にあらわす方法とし

て，下槌生のi法被~f主主主用いて検討ぞすすめた。 6 月の植被ヰ{と各プロットの 1 m'のサブ、ブ。ロッ

トむとの発芽総数ぞ比較すると.llTi被取がいほど発芽数が少なくなる傾向が兇られる(図 6)。
関一?の在は，下刈闘がjの下磁伎が最も繁茂した疫の作i被本と，当年生fft:艇のよド(発芽総
数lζ対する翌年将の存稚樹木数の?河合)の関係ぞ示したもので. 111~丹波平が 50 %では守が

およそ 50%あり，植?疫不が潟くなるほど佐存率が低くなり，その関係は反比例的である。満 l

年生の推院の生存本とj削長率の関係が|週一?のおで，当年よ!-:の場合となり生1手本はおよそ 60

%以上.あり.j錨被本とに一定の関係はみとめられなし、。乙れらの関{系から当主j::L!三枇樹の伎作は，
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5 )踏み付けが稚樹の生育l乙及ぼす影響i

乙の織査は，下腿植生翠が少なく当年生稚j釘の生存率

の商いP-3で¥ 7 月と 9 月 i乙~年住鍛樹ぞ踏み付けて

その経過を追跡した。踏み付けの方法は，実|援に斜面を

歩くような援雑な力巻加えることが悶難なため，稚樟!の

上から一線にカが加わるように踏み付けた。踏み付けの

11寺織と関数を変えた調査の結県が悶… 8で¥生害してい

る椎樹の平均樹高を図-9で示した。踏み付けによって

全般的に当年生の住存本数が対

lt夜院に比べて少なくなっている
が， 7月に踏み付けた場合は踏

み付け翻数と消失割合とには特

l乙一定の傾向が認められない。

しかし 9丹に踏み付けた場合は

10聞の踏み付けで生存本数は議:

しく減少する。乙の原因として，

発芽陸後iζ比べて 9月では生育

がすすみ，幹の成長課程との関

係で物理的な損{認が大きくなる

ことが考えられる。踏み付けら

れた権樹の平均樹高と踏み付け

間数との関係は， 2閉踏み付け

と対照認ではほとんど謹は認め

られないが， 51認でやや低くな

り10院iでは馨しく成長が態くなる。 ζの原因としては幹の狽端部の損傷や土壌の踏み留めの影
欝が考えられるが，踏み付け時期による読は明確てーなかった。以上から踏み付けの椎樹に対する

影響は，踏み付けによる幹の折鍛などですぐに枯死し勺い場合で、あっても，稚f立jの控j尚・成長ぞ弾

くするために，それ以後生育し，生存し続けられる可能性ぞ低くする ζとになろう。

Relation of g日rminationto 
percentage of undergrowth 
cover to ground area. 
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発芽した場所の街地的な下腿植生の組密の程肢による影

鱒が強く，稚樹の生存に不利な位援のものがほとんど消

失するために， ì前 l 年住では楠被~と生存率との関係が

少なくなるものと渇えられた。
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Relation of survival rate of current-year (ふy)
and l-year (1齢Y)-old seedling to percentage 
of und日rgrowthcover to ground area. 
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6 )斑新補助作業の検討

ウツクシマツの林誌のよ!議委形成しているものの樹齢はおよそ 70---120年症と推測できるが，

後継樹がほとんど見られず，絶滅の危険性が心配され，部;予令採取し良質のæ~選別して植栽ず

るζとが提案されて凶，一部で実行会れてきたο この研究では，予備的iζ林内を湖悲した結果，

少数ではあるが当年生稚樹の存在が認められたので， まず椴棋の消失i品関~調査した結果，従来

行われてきた下!爵植生の処理方法に問題がある ζとから，ウツクシマツの夫黙更新争促進するに

はアカマツの天然更新法令適用することが最も妥当であると考えられた。アカマツの天然更新法

についてはすでに多くの研究が行われ，揺々の作業法が確立主れている問。 ζζではアカマツの



天然吏新で比較的手容易に実行可能な吏新

補助作業の一つである下腿植生の刈り取

りを行い， ζの万法で天然強間到の生存率

が高められる ζとが明らかになった。そζ

で更新補助作業である下刈り伝統けた9年

間の綴過ぞ見てみよう。国一 10のP-1， 

2は 1981却に発芽した稚樹， P 3は

1980年l乙発芽した枇樹の生謀本数と平均

樹高ぞ遺跡調査した結果である。 P-1， 
2は1985年まで5年間都年21活，それ以

後は都年l聞の下刈り 1i:行い， P -3は

1980年から毎年1[8]の下刈りと在行ってき

た。なおP… 1には1982年以後に発し

て樹高が20cm以上になっているものが

4本 C/6m')， P -2には6本 (/6rめ

あった。 P-3 t乙は 1981 年以後に発~:::し

て10c m以上になっているものが 17本

(/6 m')佐高している。 1981年の発芽数

と当年生の生存本数にはP-1と2では
大きな琵があるが， 1989年における

ヱド数は lと2ではそれぞれ72ドと 8本で

その謹は少ない。満 1年生以後の枯死の

主な源問が乾燥容による ζ とから， P-
lの下!認描生滋が多い乙とは，逆l乙1

位以後の生持率を高めていると考えられ，

またP 1の樹高成長盤が大きいζ とも

生存不1i:l肉めている可能性があろう o

以上から具体的な斑新補助作業の方法

としては，落下様子がぱ当り約 150î~l あ

るとし，務下鶴子lζ対する発芽数を 5"'-'

lO%li拒保するためには，下腿11車生が密か

中総度のと ζろで21設下刈りぞ行い，下関槌伎の拙1疫不:とを 50%以下lζ保たなければならない。

ζのように下腐植生;誌を少なくすると，当年住羽目:怒iの生幸子本はおよそ50%以上が締慌できるこ
とになる o ある探j支当年生椎棒jの生存を確保した後は，推*~fのf~f商成長が良野であれば;続けて

下関j能生の1制度率を50........60%程度まで1ζ保っておりば， 8年後l乙樹高およそ 1mO)椴樹委 1m' 
当り 1本態度が縦保できるものと考えられる。しかしζの授窓は殺も条件の良好な場合をもとに

したもので，実際には，まず下j爵;植生を鍛えから完全に刈り取り，当年生稚樹が発生した後は林

床を荒らさないように下腐植生号取りi出き，植被本を 50%程度l乙保ち 2， 3年生権樹の生存令
m'当り 10本以上確保するまで了惨な林!来の処現!ぞ行う ζとが必裂であろう。 2， 3年生以後の

椎Wjの消失の関向はフ。ロットによってかなり異なっている(図 10)0P -1では本数の減少は

徐々 に， P -2では6年生まで減少割合が潟く， P -3では7，8:停役でも高い減少間合が統い

ている。 P 1， 2を比較すると，ウツクシマツの平均樹i向がおよそ 40cmを越えると椴樹の
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of stems of s閃 dJings. (J: stepped on 
J uly. S: stepped on Sep総mb日r)



illj-9Eネが少なくはるようである。 ζのζ とは下
関1flI't.の的lζ 体長占めるもののさが 30--.... 

40 c mで、ある ζとと関連し，舵tlilのj;iti向がこの
尚さ毎越えることによって生存率が高められる

と考えられる O プロット内の林内の相対照!支は

20 --... 50 %であり，アカマツの被1i3!i試験18)Iζよれ

ばζの程度の被除iζより， j到尚成長は金光ほのお

よそW.う?になるので，このような状況で下関11(1伎

に少しでも被ぼされると成長の低下がさらに強

まるものと考えられる o P …3は下関111.I生設が

少ないが，椛樹の樹高成長は{伽乙比べて1illlめて不

良であり， [文i …?でみられるようにr~弘、枯死本が

今後も続くものとjaわれる O なお， ~佐tlitが踏み付

けられることは，踏み付け市後のl1li-9Eにつながら
ない場合でも，樹高成長宅在感くする駅間になり，

枯死の詑険性の高いJUjl笥を長引かせることにな
るので，できるだけ人が林内に立ち入らないよう

にすべきであろう o

以上で児新補助作業として最も閥単な刀法で

ある下1邸主託生のメIJり取り令 9年1m続ける ζ とに
よってp とP-2では平均樹高 1m限度の

取結1~ 1 m'当り約 1水巻得る乙とができた。し

かしウツクシマツjネIA]Iζは般元から，めるいはl狗

向付近から多数の幹に分岐するいわゆるウツク

シマツ取の他にアカマツと開じような窓口伝で‘あ

る前幹割があり，指定地下1I心111¥ではζのようなi任

幹型は，手入れによって除去されたものと)jえら

れほとんど筏っていない。しかしウツクシマツ

型の付朝からの子孫がすべてウツクシマツ現に
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hcight of stなms.

成長するかどうかについては明らかでないが， jl{i 

知|でウツクシマツの拍子から育成された試験結果によれば， 4年生の!時点でもウツクシマツ取を

判加する ζとができないという 19) 本調査のP 1で得られた 8年生のfftt出70c111以上のもの

7本のうち2本が担えから幹が5"'-6*に分11皮しており， P 2では 8年症でj;.Jf尚50c m以上
が8本あり，その内 1本はHVω〉ら軒、が6*1ζ分i岐しているが他はすべて副幹砲である O ζ のIl~f

点での樹形の巡いが将来どのように変化するかは不明であるので，今後観察を続ける必裂があろ
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以上の更新報i助作業の{食材は，ウツクシマツ林内で後継樹としてウツクシマツ形のもの砂子子成

ずる ζ とが目的であるが盟新した推樹の樹形が今後どのようになるかイ~{ìfli総できなかったので，

そのi蕊l球では結論が符られはかったことにたEる。しかしウツクシマツ林内ではウツクシマ、ソの抗

樹が保育しないのではないかとおれてきたことに対しては，ある限度の解決ができたものと考え

る。なお今後は下回附λ1:抵のiI日間[jJt，ょと林ほの処flf11Jlldをさらに検討して，より多くの天然保碓WJ
の生符を!能保してー多隊/ょfm~O)ウツクシマツの(米海令計ることが必援であると:与えられる。
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Resume 

Utsukusimatsu (Pinus densiflora f. umubraculifera) is famous as its beautiful tree form， 

and the stand in southern part of Shiga prefectur・eis preserved as the natural monument. 

Many large trees were dead by pine wilt disease for the last ten years. To ensure 

rapid establishmant of young Utsukusimatsu stand， three plots (2m x 3m) were set to 

study survival of natural seedlings in stand and effects of silucicultural treatments. 

5 to 10 percent of fallen seed is germinated at the forest floor. 1n thick undergrowth 

area， almost all current-year-old seedlings were dead till Sept.. The survival rate of 

current時year-oldseedling ris時間 thecover area of shrubs decreased by weeding， and the 

tr・endis inverse proportional. Keeping the shrubs cover under 50 % area of ground， 

survival rate of current-year-old se吋lingincreases over 50%‘Survival rate of l-year心ld

se巴dlingis 60% and over in each three plots. To ensure survival and growth of seedlings， 

twice明小yearweeding must be kept till stem height gets about 40cm. Stepping on seedlings 

decreases survival rate of seedlin筏sancl also clecreases height growth of stems. 




